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 みんなとともに笑顔いっぱい 

    

 私の夢、私の願い・・・。８時には全ての子どもが登校を終え、8時15分には全ての子どもが“わくわく”した

気持ちで教室にいること。そのためには、それぞれの子どもにとっての「生きがい」が学校の中になければならな

い。特設陸上部の練習が始まって、朝、とてもいきいきと登校する子どもたちがいる。委員会の活動をいきいきと

している子どもたちがいる。そんな子どもを増やしていきたい。 

 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

 

 昨年度の今ごろは晴天が続き、運動会当日もとても暑い日でした。子どもも炎天下の中での演技や応

援となり、開催後には「児童の控席にテントを用意したらよいのではないか」という保護者の方の意見

も学校へ届きました。 

 そのことを踏まえて検討した結果、次のことを“試みる”こととしました。 

            入場門のところにテントを２張立てる。 

 これは、次の出番を待つ子どもたちを入れ、「日差しを少しでも避けるための措置」となります。 

 設営は、運動会当日の朝、企画運営委員の方の協力を得て行いたいと考えています。次年度につきま

しては、今年度の状況を見て判断します。あくまで今年度は“試み”です。 

 なお、先日の企画運営委員会では、ボランティアを募って児童席に６張設営したい旨の説明をしまし

たが、運動会の期日も迫っていることから、実現可能な案で行うこととしました。ご了承ください。 
 
 運動会の歌を歌う子どもたちの声も、日ごとに大きくなってきました。 

当日の運営への協力、子どもたちへの声援をよろしくお願いいたします。 
 
 ※ 万国旗も新しい物を買いました。 

 

運動会の児童用テントを入場門に設営します 

朝の登校指導が終わ 

り、校舎を歩いている 

と、保健室に子どもた 

ちの気配が。何かと思 

い入ってみると、保健 

委員会の子どもたちが 

紙芝居を作っていまし 

た。来週、各教室を回って、働きかけをするようで 

す。どんな内容なのか、とても楽しみです。 

 

子どもたちの日常生活の１コマから 

 交通安全母の会の大 

井真由美会長が来校し、 

2 年生に反射材を贈呈 

してくださいました。 

2 年生になってランド 

セルの黄色いカバーが 

外れた2 年生にとって 

安全を確保するための大きな財産になることと思

います。心より感謝いたします。 

 縦割り班での清掃が始まっています。６年生が

１年生を迎えに行ったり、下級生に清掃の仕方を

教えたりと、好ましい 

交流をする姿が見られ 

ました。最上級生とし 

ての自覚を感じた１コ 

マでした。さすが本校 

の6 年生は、すばらし 

いですね。 

 

 ２年生が１年生の手を取って、学校を探検して

いました。校長室にも来て珍しそうに中をのぞい

ていきました。ソファー 

があるのが不思議そう 

でしたが、決して校長 

が座るためにあるので 

はないので、あしから 

ず。子どもたちに伝わ 

ったかな？ 

 



                                               


